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グループ連結 P/L

■	 売上高は、前期272億円に対し、当期実績は364億円

■	 経常利益は、前期4億 6千万円に対し、当期実績は11億 1千万円

■	 親会社株主に帰属する中間純利益は、前期9億 6千万円に対し、当期実績は9億 3千万円

■	 2024年度　上期は、前期に対して増収増益の結果となった
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連結経常利益の前期比差異要因

■	 売上総利益は、売上高の増加に加えてシートセグメントにおける新規開発を伴う受注の一時凍結により	
	 開発コスト抑制や、工事損失引当金繰入額の減少などにより22億 1千万円増加

■	 販管費は、保証工事費、人件費、販売手数料及び社外委託費が増加したことから9億 7千万円の	
	 増加

■	 営業外損益は、為替差益の減少やドル建て支払利息が円安により増加したことから損方向に5億	
	 9 千万円

■	 その結果、前期実績の経常利益 4億 6千万円から6億４千万円の増加となり、当期実績は経常利益	
	 11 億 1千万円
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セグメント別 売上高・経常利益（前年同期比）

売上高
■	 内装品セグメントは、運航機数の増加によりエアライン向けスペアパーツ販売が増加したことなどから	
	 売上高は前期比で57億 6千万円増加

■	 シートセグメントは、大口プログラムの出荷があったことなどから、9億2千万円の増加

■	 機器製造セグメントは、民間航空機向け炭素繊維構造部材の出荷が増加したことにより4億円増加

■	 整備セグメントは、部品整備において前期から繰り延べられたプログラムの出荷があったことにより、	
	 21億５千万円増加

■	 各セグメントにおいて前期を上回る売上高となった

経常利益
■	 内装品セグメントは、期の後半に為替レートが円高に転じたことにより工事損失引当金が増加したことや、	
	 前期に計上した顧客仕様変更に伴う追加売上の反動に加え、人件費の増加などによる販売費及び一般	
	 管理費の増加、更には営業外損益において為替差益の減少及び支払利息の増加などにより20億円	
	 減少

■	 シートセグメントは、赤字プログラム減少による工事損失引当金繰入額の減少や新規開発を伴う受注の	
	 一時凍結による開発コストの抑制などから25億円改善

■	 シートセグメントは、「選択と集中」による効果が着実に実現している

■	 機器製造セグメントは、採算性向上活動への取組みなどから6千万円改善

■	 整備セグメントは、売上高の増加などにより5千万円の増加
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グループ連結 B/S

■	 資産合計は、「受取手形、売掛金及び契約資産」は売掛金の回収により28億円減少したが、「現金	
	 及び預金」が大口の前倒し入金などにより83億円増加、「棚卸資産」は納入スケジュールスライドに	
	 伴い 27億円増加したことにより、資産合計では81億円増加

■	 負債合計は、「前受金」の増加などにより、73億円増加

■	 純資産合計は、利益剰余金の増加などにより7億円増加
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グループ連結 C/F

■	 営業活動によるキャッシュフローは、棚卸資産の増加があったものの、キャッシュフロー改善活動推進に	
	 よる売上債権の回収に加え、前受金の入金、利益の積上げにより５４億円のキャッシュインフロー

■	 投資活動によるキャッシュフローは、4億6千万円のキャッシュアウト

■	 これらの結果、2024年上期のフリーキャッシュフローは、49億３千万円のキャッシュインフロー
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グループ各社の状況

■	 ジャムコ	エアクラフト	インテリアズは、ボーイング社における航空機生産計画変更による生産量低下	
	 に伴い赤字決算

■	 シート事業の製造拠点であるジャムコアメリカは、シート事業の新規開発を伴う受注の一時凍結により	
	 開発コストの抑制などから黒字決算
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2024 年度の市場環境と当社の対応

■	 6月に IATA(：国際航空輸送協会 )が発表した航空旅客需要予測によると2023年度はコロナ禍前の	
	 2019年度の93%、2024年度は同 100%とコロナ禍前に戻る見込み

■	 今後も引き続き成長傾向が続くものと見込んでいる

■	 新造機の生産が低迷する中で旺盛なスペア需要に支えられる形で、2024 年度上期のスペアパーツ	
	 販売は102億円と、前年度通期153億円と比較してもハイペースで推移

■	 10月 1日付でアフターマーケットサービス部を新設し販売強化を更に促進

■	 当社主力製品である内装品は、ボーイング社における品質問題による航空機生産計画変更の影響に	
	 加え、サプライチェーンが回復途上にあることから、売上高が低調に推移

■	 10月 1日付で生産技術部を新設し生産技術を強化、不具合対応や改善業務も集約することで原価	
	 削減を追求

■	 為替レートは期初の 150 円台から９月末に向け 142 円台まで急速な円高となるが、再び足元では	
	 150 円超で推移、世界経済は不透明感継続の見通しで引き続き注視が必要
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2024 年度 進捗状況

■	 通期見通しは、ボーイング社におけるストライキの影響など不透明な状況が続いており新造機の生産	
	 スケジュール遅れが懸念されるが、エアライン向け既存機の改修需要が旺盛なことやスペアパーツ販売	
	 の需要が引き続き好調を維持していること、更には下期に採算性の高い製品の出荷を予定していること	
	 から、通期連結業績予想は据え置き
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事業別進捗状況（航空機内装品セグメント）

■	 売上高は、ボーイング社における航空機生産計画変更の影響や、サプライチェーンが回復途上にある	
	 ことから低調であるが、運航機数増加に伴うスペアパーツ販売の好調もあり通期計画 596億円に対し	
	 て上期実績は231億円

■	 経常利益は、生産計画変更による黒字案件の下期への後ろ倒し等により、通期計画 56億円に対して	
	 上期実績 11億 7千万円

■	 10月 1日付で新設したアフターマーケットサービス部を中心に事業部一丸となり、高利益率のスペア	
	 パーツ販売を一段と強力に推進するとともに、上期からスライドした採算性の高い案件を確実に出荷す	
	 ることで利益の積上げを狙う
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事業別進捗状況（航空機シートセグメント）

■	 売上高は、大口プログラムの出荷があったものの、一部プログラムの翌期へのスライドがあり、計画に	
	 対しては未達。通期計画94億円に対して、上期実績は48億円

■	 損益は、販管費など費用の減少に加えて、上期末に向け円高に推移したことによる影響などから、	
	 通期計画 7億円に対して上期実績は1億 3千万円

■	 上期の損失改善を一過性として終わらせることのないよう、堅実な出荷継続はもちろん、引き続き計画	
	 外のコスト発生を抑制することにより、損失縮小を継続する
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事業別進捗状況（航空機器製造セグメント）

■	 売上高は、民間航空機向け炭素繊維構造部材の出荷増加があったが、民間航空機エンジン部品および	
	 航空宇宙装備品の部品入荷遅れに伴う出荷減少等により、通期計画 69 億円に対して上期実績は	
	 26 億円

■	 通期計画では2億円の経常利益を見込んでいるが、先述した出荷減少に加え部材費や人件費等の原価	
	 高の影響を受け、上期実績8千万円の経常損失

■	 限られたリソースの再配分を実行、当社の強みである技術を生かした特殊工程を含む製品を主とした	
　	「選択と集中」により高利益率事業への成長を実現する
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事業別進捗状況（航空機整備セグメント）

■	 売上高は、前期から繰り延べられたプログラムの出荷および部品販売増加により、通期計画109億円	
	 に対して上期実績は58億円

■	 経常利益は、利益率の高い部品販売が増加したことで通期計画 2億円に対して上期実績 1億 6千	
	 万円

■	 引き続き機体整備・部品販売にて着実に利益を積み増していく


